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○地方自治法（抜粋） 

（昭和二十二年四月十七日） 

（法律第六十七号） 

第十章 公の施設 

（昭三八法九九・追加） 

（公の施設） 

第二百四十四条 普通地方公共団体は、住民の福祉を増進する目的をもつてその利用に供するための施

設（これを公の施設という。）を設けるものとする。 

２ 普通地方公共団体（次条第三項に規定する指定管理者を含む。次項において同じ。）は、正当な理

由がない限り、住民が公の施設を利用することを拒んではならない。 

３ 普通地方公共団体は、住民が公の施設を利用することについて、不当な差別的取扱いをしてはなら

ない。 

（昭三八法九九・追加、平一五法八一・一部改正） 

（公の施設の設置、管理及び廃止） 

第二百四十四条の二 普通地方公共団体は、法律又はこれに基づく政令に特別の定めがあるものを除く

ほか、公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを定めなければならない。 

（昭三八法九九・追加、平三法二四・平六法四八・平一一法八七・平一五法八一・一部改正） 

（公の施設の区域外設置及び他の団体の公の施設の利用） 

第二百四十四条の三 普通地方公共団体は、その区域外においても、また、関係普通地方公共団体との

協議により、公の施設を設けることができる。 

２ 普通地方公共団体は、他の普通地方公共団体との協議により、当該他の普通地方公共団体の公の施

設を自己の住民の利用に供させることができる。 

３ 前二項の協議については、関係普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。 

 

 

 

○尾張旭市営バスの設置及び管理に関する条例（抜粋） 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第244条の２の規定に

基づき、尾張旭市営バス（以下「市営バス」という。）の設置及び管理について必要な事項を定める

ものとする。 

（設置） 

第２条 市民の生活の足として、交通手段を確保することにより、交通空白地域の改善及び市民交流の

促進を図り、もって外に出かけたくなるまちづくりを推進するため、市営バスを設置する。 
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